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皆さん、こんにちは。3年生のユン・Xソンです。 

今日は、私がこれまでの人生で学んできた大切で貴重な教訓についてお話ししたいと思い

ます。それは、「夜明け前が一番暗い」という言葉です。 

4年前、私が17歳だった2020年のことです。コロナウイルスが全国的に大流行し、外出すら

なかなかできない状況でした。さらに、入学した高校の授業もオンラインで行われることに

なりました。そんな中、家にいる日々が続き、私は一日中ゲームばかりしながら過ごしてい

ました。   

時間が経つにつれ、高校に通い始めてもこの生活は変わりませんでした。学校が終わると

すぐに家に帰り、またゲームに没頭する日々が続きました。その頃の私は、何の目標もな

く、やりたいこともありませんでした。そして結局、私は「コロナのせいで学校に行く意味

がない」と言い訳をし、高校を自退することになりました。 

そうやって自退してしまうと、状況はさらに悪化しました。学校に行かなくなったこと

で、生活リズムが完全に狂ってしまったのです。夜通しゲームをして、朝日が昇る頃に寝る

という生活が定着してしまいました。 

そんな日々が続く中、ストレスもたくさんたまり、気分も沈んでいました。毎晩寝る前に

「他の友達は自分の夢のために頑張っているのに、僕だけはこんな風に生き続けてもいいの

だろうか？」と考えると、とても苦しかったです。そんなある日、父から「経験のつもりで

大学に行ってみるのはどうだろう？」と提案されました 。 

私は父の言葉をきっかけに、以前から興味があった日本語学科に進学することに決心しま

した。もちろん、入試の準備は簡単ではありませんでした。私は高校生になって以来、しっ

かりと授業を受けたことも、自分で勉強することもありませんでした。だから受験勉強を始

めても、どこから手を付けて良いのか全く分からず、戸惑うばかりでした。諦めたくなる瞬

間もたくさんありました。 

しかし私は、「以前のような生活には絶対戻りたくない！」という気持ちを持って、一生

懸命頑張って前に進みました。その結果、私は目指していた日本語学科に入学することがで

きました。 

大学に入学してからは、ずっと家でゲームばかりしていた私が、新しい場所で新しい人々

と出会い、学びたかった日本語を学ぶことで、毎日が新しく感じられました。日本語という

言語を学ぶことが初めてだったので、授業は簡単ではありませんでしたが、その中でやりが

いを感じることができました。 

この経験を通して、私は「今がどんなに辛くても、いつか必ず終わりが来る」ということ

に気づきました。これからの人生の中で、卒業、就職、職場での生活など、さまざまな困難

に直面することがあると思います。しかし、その困難に直面しても、私は決して諦めませ

ん。なぜなら、今がどんなに辛くても、今がどんなに暗くても、その暗さの分だけ明日はき

っと明るいと信じているからです。 

私の話しはここで終わりにします。ご静聴、ありがとうございました。 


